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口
　
総
解
　
誘

通
の
言
言
的
な
地
位
が
は
っ
き
り
し
な
い
憾
が
あ

る
。
併
し
結
語
に
も
蓮
べ
て
あ
る
よ
う
に
細
か
い
具

髄
的
事
・
鍛
に
入
る
こ
と
に
お
い
て
、
大
き
な
押
詰
的

㎜
劇
賄
運
由
¢
鳶
心
れ
輔
ア
曲
杖
遍
的
か
　
も
の
を
把
握
す
る
と
い
・
つ

本
書
に
凶
貫
し
た
行
方
は
、
唯
早
懇
狗
賜
的
に
何
で

一
、

～

　
も
一
般
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
…
苛
ま
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
と
し
て
亀
、
正
し
い
意
味
に
お
い
て
我
々
の
大

　
い
に
…
学
ぶ
べ
き
靴
…
で
は
な
い
か
と
怨
う
Q
・
二
道
交
通

　
に
附
し
て
色
々
な
角
度
か
ら
、
新
し
い
方
法
を
於
℃

　
取
扱
い
、
特
に
山
父
通
と
組
濟
と
の
㎜
關
杉
山
を
詳
細
…
に
m
櫓

圓
総
（
表
）
の
解
説

　
　
四
年
以
來
川
瀟
瀟
狡
両
輪
坪
付
如
左
門
坪
下

　
乖
子
細
歌

　
鱒
へ
傑
九
m
班
十
一
甜
川
桃
本
田
二
段
山
出
塁
－
止
少

　
　
　
＋
入
棚
上
本
田
一
段
七
＋
歩

　
　
　
　
右
二
圷
本
自
中
田
含
臨
地
見
尤
是
上
田
因

　
　
　
　
鼓
召
向
田
帰
洛
伊
勢
宰
依
知
秦
公
安
雄
勘

　
　
　
　
云
憂
尤
上
田
雨
下
中
田
地
子
畳
無
犯
三
賓

　
　
　
　
物
罪
哉
答
云
此
背
所
定
非
今
之
事
作
意
不

　
　
　
　
衛
有
何
罪
隷
書
疸
云
假
令
司
愚
不
緋

　
　
　
　
傑
之
田
刀
何
細
雨
面
変
任
理
爲
上
田
答

　
　
　
　
輪
軸
理
被
鮎
並
爲
抱
楳
q
伽
鴬
上
田
印
進
地

　
　
　
　
子

　
九
條
九
皿
冊
二
中
荒
木
田
二
胃
歩
下

　
　
　
　
・
石
圷
虜
彼
古
注
常
雇
令
臨
地
勘
見
熟
即
蓮

　
　
　
　
地
子

　
　
　
惜
廊
下
古
家
田
五
段
二
百
歩
下

　
　
　
　
右
翼
田
刀
依
知
火
田
愁
云
此
田
唯
有
名
少

　
　
　
　
實
無
恥
進
地
子
錐
前
々
使
愁
申
術
都
不
弁

　
　
　
　
以
電
磁
元
・
實
地
子
於
劣
情
大
愁
者
仙
今
勘

七
四

難
し
、
貨
物
、
旋
客
の
計
器
に
多
く
の
頁
を
費
し
て

い
る
淋
灘
、
從
來
の
形
式
的
準
板
的
か
山
父
通
地
理
書
よ

り
は
る
か
に
内
容
め
あ
る
も
の
で
あ
り
、
色
々
勤
ハ
え

ら
れ
る
脈
門
の
多
い
堂
島
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盲
目
茂
男

近
江
直
写
智
蕪
槍
田
使

　
勘
涯
水
田
目

合
参
町
滲
館
雀
拾
歩

　
一
町
百
八
十
歩
勘
加
地
子

　
三
段
二
百
八
＋
歩
方
付
添
無
論
櫓
地
子

　
二
段
廿
歩
本
肖
常
荒
金
勘
見
熟

　
ご
段
七
十
歩
成
百
姓
家
今
重
油
之
金
進
地
子

　
七
段
訟
百
十
四
歩
成
値
…
姓
治
田
今
勘
取
之

　
四
段
二
百
六
＋
六
歩
成
公
田
今
勘
取
之

右
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
肝
録

　
右
件
水
田
半
半
　
滋
藤
感
紳
聖
武
坐
帝
以
先

　
撚
甲
晶
弛
抽
…
物
以
北
A
富
国
飛
魚
｛
費
五
山
脚
高
†
所
川
共
也
肖

　
余
以
降
或
坪
上
品
而
立
名
中
下
田
或
坪
百
姓
之

　
問
罪
換
其
方
取
沃
壌
地
以
移
活
画
腱
或
坪
本

　
自
見
熟
而
繕
千
早
或
坪
成
百
姓
家
不
進
利
地

　
如
是
之
類
燭
端
有
撒
粟
田
延
保
投
身
於
龍

　
樹
簗
天
華
命
索
窃
在
天
寒
国
理
勘
匡
毎
色

　
墨
壷
然
下
和
嬢
不
鴛
致
縄
延
保
爲
功
　
　
　
，

・
不
顯
誰
知
仙
略
基
暴
若
手
嬢
疑
自
承
利
十

　
　
推
之
前
々
者
所
預
三
段
二
百
渉
被
奪
公
m

　
　
　
二
段
也
披
陳
共
山
口
分
戸
主
依
知
眞
象
中

　
　
　
云
己
不
知
寺
田
絵
口
分
今
承
賢
者
二
四
不

　
　
　
菰
作
申
邊
己
畢

　
　
　
即
進
地
子

十
皿
一
荒
太
・
田
胃
惜
歩
下

　
　
右
圷
本
注
下
川
今
臨
地
爲
上
田
即
進
地
等
、

　
五
蕊
取
本
田
一
段
百
山
ハ
十
歩
申

　
　
右
坪
木
彫
離
籍
全
臨
旭
勘
二
成
遠
江
橡
侠
知

　
　
秦
公
乙
長
治
岡
愛
使
諭
云
此
坪
本
有
寺
川
一

　
　
段
百
山
ハ
十
沌
少
治
碑
山
踏
十
止
少
｝
陶
ん
7
寺
躍
稚
聯
巾
雌
粥

　
　
本
少
治
田
有
爵
見
暴
富
献
此
是
本
寺
田
麩
爲

　
　
治
田
答
云
本
寺
田
下
東
今
治
田
有
巾
方
指

　　

ﾈ
異
書
寺
霜
葉
鞠
使
論
柔
此
坪
内

　
　
有
寺
田
一
段
百
山
ハ
十
止
ク
偽
…
田
山
ハ
十
歩
劉
…
此
二

　
　
則
中
寺
極
左

　
　
東
治
田
窟
．
商
粟
田
寺
測
在
叢
叢
邊
加
三
田

　
　
自
窪
地
始
湖
河
木
寺
田
上
綿
密
清
田
雇
漢
於

　
　
是
治
田
主
都
斎
服
進
地
子

一
（‘593）



．
七
荒
木
田
二
段
二
百
五
＋
歩
中

　
．
右
輝
．
一
百
八
十
歩
勲
等
作
国
津
安
雄
二
段
七

　
十
歩
入
遽
江
橡
宅
錐
前
脳
雷
撃
都
立
伏
理
今

　
．
任
理
勘
伏
令
進
地
子

　
　
　
　
．
産
立
元
年
＋
二
丹
骨
五
肩
使
冒
頭
延
保

　
牛
乳

　
　
學
頭

　
　
學
頓
「
去
豊
」

　
本
漁
塒
は
東
大
毒
成
巻
絹
二
二
巾
・
に
納
め
ら
れ
て
い

る
貞
蜘
…
　
兀
年
（
G
O
α
ψ
）
十
二
腱
〃
二
十
五
H
付
の
近
江

國
依
知
艮
差
止
幽
蝿
帳
で
あ
る
。
ま
ず
目
録
を
あ
げ
、

　
つ
い
で
一
議
比
の
成
立
の
山
來
と
甜
耕
作
百
姓
ら
の
恣

意
繕
旧
暴
に
よ
り
當
時
の
経
醤
が
胤
れ
て
い
た
こ
と

を
の
べ
、
　
以
下
み
、
れ
を
給
協
m
使
延
保
論
か
八
條
九

里
、
九
條
八
。
九
。
十
里
、
十
三
七
。
八
里
、
十

　
一
條
七
・
八
・
九
階
出
の
巾
・
の
十
入
ヶ
坪
に
つ
い
て

’
各
電
猫
に
厳
重
に
槍
澄
し
、
強
力
に
慮
拙
し
た
那

紘
柵
が
問
特
式
の
直
接
話
法
で
陣
門
ざ
く
と
描
か
れ

　
て
い
る
σ
丈
面
に
は
「
元
滲
猷
鯛
印
」
が
八
つ
抑
「
さ

れ
、
最
後
に
槍
碍
使
學
頭
延
保
と
拗
牧
・
し
た
雄
雨

冠
豊
、
別
當
側
宗
ら
一
数
人
の
署
名
が
あ
る
ρ
依
智

評
庄
は
滋
軸
賀
縣
愛
知
郡
回
診
村
を
中
心
と
し
一
期
酋

枷
胃
立
蔀
に
及
“
か
地
域
に
、
臨
急
在
耕
地
の
目
皿
得
に
よ

り
天
趣
勝
寅
五
六
年
頃
に
尤
興
寺
領
と
し
て
成
立

を
児
、
東
大
寺
に
綴
承
さ
れ
た
蕪
園
で
あ
り
、
愛

知
月
庄
、
愛
知
点
比
と
も
堂
厩
か
れ
て
い
る
。
先
進
地
帯

に
山
脚
す
る
こ
の
地
方
に
は
本
崖
門
や
大
國
郷
を
は
じ

め
散
在
耕
地
の
賀
得
寄
進
に
よ
る
入
組
ん
だ
蕪
園

が
多
い
。
か
」
る
奈
良
後
期
か
ら
西
安
前
期
に
か

け
て
の
蕪
園
の
燃
…
廼
乃
釜
終
瀞
聾
心
柵
は
最
亀
難
解

な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
所
小
志
又
畑
島
は
こ
の
間
、
…
紺
．

を
考
・
兀
る
た
め
に
比
較
け
陶
鳴
合
の
よ
い
轟
只
雷
轟
史
料

頃
あ
り
、
時
に
田
刀
照
田
堵
に
つ
い
℃
の
最
」
も
旦
丁

い
所
見
の
一
つ
で
あ
る
。
m
刀
は
田
堵
な
ど
と
も

か
き
（
》
、
の
實
傷
心
に
つ
い
て
は
從
來
種
々
弧
醐
距
峨
さ

れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
準
安
初
期
か
ら
鎌
倉
期
に

か
け
て
の
有
力
百
姓
で
、
名
主
が
名
田
の
主
と
し

て
即
ち
椛
利
者
と
し
て
の
寒
期
で
あ
る
の
に
封
し

・
て
川
堵
は
土
地
の
預
作
人
諦
作
入
と
し
一
」
領
主
側

か
ら
呼
ば
れ
た
翠
雲
で
あ
り
、
論
理
伯
に
は
名
主

の
遍
身
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
本
埜
堂
n
に
よ
れ
ば

田
刀
前
伊
鋏
宰
依
知
秦
公
安
維
、
．
田
刀
依
知
大
欝

ら
の
田
刀
“
田
堵
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
依
智
庄
の

庄
田
耕
作
の
費
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
叉
彼
ら
が

　
領
主
へ
の
地
子
を
封
操
し
、
上
剛
を
中
下
田
と
稲

　
し
、
庄
田
の
一
部
を
治
碍
と
稻
し
て
名
田
の
基
を

　
な
ナ
と
思
わ
れ
る
私
田
を
形
成
し
、
よ
り
窮
力
な

　
土
豪
な
ど
に
耕
地
を
寄
…
進
ず
る
ゴ
等
の
m
堵
暦
の
動

　
向
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
田
堵
百
姓
の
提
頭
で
あ

　
り
嚇
　
こ
の
励
酬
ぎ
を
」
貝
細
慨
十
八
年
（
G
c
蕊
）
十
・
一
月
二

・
十
餓
H
付
の
愛
智
庄
定
丈
（
東
南
院
交
書
）
以
下

囁
の
隅
窪
關
係
文
書
や
赤
松
俊
秀
氏
が
明
か
に
さ
れ

　
た
姫
瞳
時
の
ゐ
人
ψ
Ψ
山
肘
に
お
け
る
公
搭
川
純
楼
と
封
脾
比

　
し
て
考
察
ナ
る
と
き
、
　
一
層
は
つ
き
り
と
常
時
の

　
農
雛
纏
縦
輔
二
二
釜
初
湘
懸
二
二
園
の
椛
…
一
二
が
理
出
掛
禺
來
．
る

　
よ
う
に
思
う
。
　
　
（
本
匠
鱒
晶
尉
號
「
一
丁
｛
女
時
代
の
農

　
斑
」
滲
照
i
宮
川
満
）

　
　
　
　
　
　
　
會
　
員
　
清
　
息

　
　
肝
木
禽
理
事
長
　
原
史
園
博
士
は
歯
る
四

　
　
月
十
九
日
横
暴
港
を
繊
獲
渡
米
さ
れ
、
　
米

　
　
國
各
地
の
大
詰
を
視
察
の
後
七
月
八
日
に

　
　
餓
朝
さ
れ
た
。
　
本
＾
曾
で
は
會
員
有
志
の
獲

　
　
起
で
さ
玉
や
か
な
撒
書
道
を
開
き
博
士
か

　
　
ら
い
ろ
く
興
味
深
い
お
み
や
げ
話
を
う

　
　
か
が
っ
た
。

（（一，s．1）
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